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要　旨

　本研究では、大学生を対象に認知行動理論に基づき、体型認知と否定的感情および食行動の関
係について明らかにすることを目的とした。まず、痩身願望は男女ともに見られるが、女性のほ
うが高いことが明らかになった。次に各要因間の関係についてカテゴリカル正準相関分析とテキ
ストマイニング法によって分析を行った。結果、男性で自身の体型を「太っている」と認知し、
痩身願望が高い者は非構造的ダイエットをとる傾向があり、その後、過食につながる可能性が示
唆された。一方、女性で痩身願望が高い者は摂食障害傾向が高く、不安や怒りの感情を媒介しな
がら摂食行動の促進と抑制をくり返すことが示唆された。また、女性は「太っている」と認知す
ることで、不安が高まることとダイエット行動が促進されることが明らかになった。

Abstract

　This study aimed to investigate the relationships between perception of body shape， negative 
feelings， and eating behavior among university students based on cognitive-behavioral theory. 
First， a desire for thinness was found in both men and women， however， it was revealed to be 
stronger among women. An analysis on the relationships between each factor using categorical 
canonical correlation analysis and the text mining method was then carried out. The results 
indicated that men who have a strong desire for thinness perceive their own body shape as 

“being overweight，” tending to take an unstructured approach to dieting， and consequently 
having an increased risk of binge-eating. On the other hand， it was suggested that women 
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Ⅰ．はじめに

我が国では摂食障害患者が1990年後半から急激に
増加している（中井，2002）。摂食障害は神経性無食
症（anorexia nervosa；AN）と神経性大食症（bulimia 

nervosa；BN）に分類されるが、共通した特徴も多く、
拒食と過食が周期的に交代するとも言われている（奥
田・岡本，2005；下山，2007）。しかし、摂食障害発症
には多くの要因と仮説があげられており、その問題の
複雑さゆえに、ひとつのモデルで全ての事例を説明す
るのは不可能と言われている（高木，1999；Fairburn C.C. 

& Harrison P.J.，2003；奥田ら，2005）。
摂食障害の発症年齢は10代が圧倒的に多く、高校

生・大学生への介入は予防的観点から不可欠である（前
田，2002）。摂食障害は女性に多い精神疾患だが、近
年は女性のみならず、男性の間でも痩身願望が高まっ
ている（Stephen W.T.，Janet P. & Phillipa H.，2008；浦
上・小島・沢宮・坂野，2009）。男女とも痩身願望が
高まる中、過剰とも言えるダイエット行動は心身共に
悪影響を与える可能性は否めない。実際に、短期間で
急激に痩せようとする過激なダイエット行動を頻繁に
行う者は摂食障害との関連も高くなることがわかって
いる（松本・熊野・坂野，1997）。厳しいダイエット
行動の後には過食が現れるという研究報告もある（前
田，2002）。特に男性は短期間に大幅に体重を減らそ
うとする傾向があるという（坂田・松井，2001）。だが、
ダイエットが当然のように行われている現在、摂食障
害の早期発見は難しいと言われている（切池，2009）。
ところで、切池（2009）は、摂食障害患者に対する

有効な治療法の一つとして認知行動療法をあげてい
る。認知行動療法では状況・環境と個人の相互作用に
着目する。さらに個人内要因として、認知­－感情－

身体－行動の相互作用に焦点をあてる（伊藤，2008）。
摂食障害患者に対する認知行動療法では、患者自身の
ボディ・イメージや体重、食物等に対する認知の偏り
に焦点を当てる。しかし、非臨床群においてもそれら
の認知に偏りがある者が存在する。また、普通にダイ
エットをするだけで認知の偏りを示す者もいる（Mogg 

K.，Bradley B.P.，Hyare H. & Lee S.，1998）。たとえば、
河野（2008）が健康な女子大学生に対して実施した調
査研究では、自分の体型について、適正体重であるに
も関わらず「肥満と思う」と回答した者が、全体の
65.4％に達していた。認知側面である痩身願望は摂食
障害発症の誘発要因の一つといえるが、臨床的には認
知の内容と食行動異常との関連が重要であり、先行研
究においても、認知の偏りを原因と捉えたものよりも
症状の維持・強化要因に焦点を当てたものが多い（伊
藤，2008；切池，2009）。
認知行動療法のアセスメントでは感情の要因も重視
する。摂食障害患者は二次的に不安や抑うつなどの精
神症状が生じることがある（切池，2009）。岡本ら（2000）
は、POMSを使用した調査研究において、摂食障害患
者は「不安－敵意」「抑うつ－落込み」「混乱」が、対
照群と比較して有意に高かったと報告している。また、
「怒り」と摂食障害傾向や肥満恐怖との関連について
も指摘されている（横山・小山，2005）。
認知行動モデルでは、先行研究の知見に基づき、各
要因の相互の関係と認知の内容について検討してい
く。しかし、国内には複数の要因間の関係を質・量デー
タの両側面から整理・検討することを目的とした研究
は少ない。そこで本研究では、摂食行動が促進または
抑制される状況と、自己の体型認知、否定的感情、食
行動異常の相互の関係について質・量データの両側面
から検討することを目的とする。

with a strong desire for thinness had a higher tendency for eating disorders， and that they 
went through repeated cycles of intensification and suppression of eating due to feelings of 
anxiety and anger. It was also suggested that by perceiving themselves as “being overweight，” 
women’s anxiety increased and dieting intensified

●  ●  ○  Key words テキストマイニング text mining ／認知行動理論 cognitive-behavior theory／否定的感
情 negative feelings ／食行動異常 disorders of eating behavior
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Ⅱ．方法

1．調査対象者

調査対象者は大阪府内にある私立大学の学生250名
であり、回答に不備があった24名を除外し、227名（平
均年齢20.7±3.91歳）を分析対象者とした。分析対象
者の内訳は男性92名（平均年齢20.8±3.78歳）、女性
135名（平均年齢20.6±4.01歳）であった。調査は講
義の終了後を利用し、2011年11月頃に実施した。回答
は無記名で行われた。調査実施前には、調査の趣旨、
調査実施者の守秘義務と回答の任意性が説明され、調
査対象者の参加同意を確認した。

2．調査用紙の構成

フェイスシート、ダイエット行動尺度、EAT－26、
BITE（短縮版）、POMS（短縮版）、体型に関する質問、
食行動に影響している状況や認知に関する自由記述で
構成された質問紙を用いた。
⑴フェイスシート
年齢、性別、居住形態（独居・同居）を尋ねる項目

から構成した。
⑵ダイエット行動尺度
松本・坂野（1995）によって作成された尺度であり、

ダイエット行動は構造的ダイエットと非構造的ダイ
エットの下位尺度に分類されている。構造的ダイエッ
トとは「食事や間食を少なめにする」など、徐々に体
重を減らしていくような比較的健康的なダイエット方
法である。一方、非構造的ダイエットとは「1日の摂
取カロリーを800kcal以下に抑える」「食事を抜かす」
など、急激に体重を減らし、健康に悪影響を及ぼすよ
うなダイエット方法である。それぞれの下位尺度にお
いて、性別ごとの中央値をカットオフポイントとし、
低群と高群に分類した。
⑶ EAT－26
食事や体重に対する態度や過活動などの AN患者の
主要な臨床症状を簡便に評価する目的で開発された
ものである。Buddeberg F.B.，Bernet R.，Schmid J. & 

Buddeberg C.（1996）は EAT－26の得点が9点以下の
者を食行動正常群、10－19点の者を食行動中等度障害
群、20点以上の者を食行動重度障害群としているが、

本研究は軽度の精神的不調を訴える非臨床サンプル
を対象としている点を考慮し、9点以下の者を「EAT・
低群」、10点以上の者を「EAT・高群」とした。
⑷ BITE（短縮版）
過食症を有する人のスクリーニングや BN患者の症
状と重症度を評価する目的で開発されたものである。
BITEは症状を評価する30項目と、重症度を評価する
3項目から構成されているが、本調査では臨床群であ
る精神疾患者を対象とはしていないため、重症度を測
定する3項目については除外した。BITEでは、9以下
の者を食行動異常陰性、10－19点の者を食行動異常疑
陽性、20点以上の者を食行動異常陽性と分類している。
本研究では EAT－26と同様の理由で、9点以下の者を
「BITE・低群」、10点以上の者を「BITE・高群」とした。
⑸ POMS（短縮版）
感情を測定する尺度として POMSの短縮版を使用

した。POMSは「緊張－不安」「抑うつ－落込み」「怒
り－敵意」「活気」「疲労」「混乱」の6つの下位尺度
から構成されている。本研究では否定的感情に焦点を
当てるために「活気」を除いた5つの下位尺度（25項
目）を使用した。カットオフポイントは手引（横山，
2005）に掲載されている気分プロフィール換算表に従
い、それぞれの下位尺度を高群と低群に分類した。
⑹自由記述
「どのような時、いつもよりたくさん食べるか」「ど
のようなことを考えた時、いつもよりたくさん食べる
か」「どのような時、いつもより食べるのを控えるか」
「どのようなことを考えた時、いつもより食べるのを
控えるか」という4つの質問に対して自由記述で回答
を求めた。
⑺体型認知に関する質問
主観的な自身の体型評価（以下、主観的体型評価）
について5件法（太っている、 やや太っている、普通、
やや痩せている、痩せている）で尋ねた。さらに、「太っ
ている」「やや太っている」と回答した者を「主観的
肥満群」、「普通」と回答した者を「主観的正常群」、「や
や痩せている」「痩せている」と回答した者を「主観
的痩身群」に分類した。
また、現在の体型と理想の体型の乖離を確認するた
めに、現在の身長・体重と理想の身長・体重について
記入を求めた。実測 BMI（=体重（kg）/身長（m）2）
と理想 BMIを算出し、実測 BMIから理想 BMIを減
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法したものを痩身願望と定義した。性別ごとの中央値
をカットオフポイントとし、痩身願望を高群と低群に
分類した。

3．分析方法

数量データについては、IBM 社 SPSS Statistics 

ver.20を使用して分析を施した。自由記述データにつ
いては、テキストマイニング手法による分析を施した。
テキストマイニングは、文章を語に分解し、語の出現
頻度や出現パターン、語と語の繋がりのパターンをも
とに言語内容を分析する手法である。テキストマイニ
ングツールとして KH Coder ver.2.Beta.30を使用した。

Ⅲ．結果

1．体型に関する分析

⑴体格に関する基本統計量
性別ごとの体型に関する平均値、標準偏差、中央値

を Table 1に示した。調査対象者の実測 BMIを肥満学
会肥満症診断基準検討委員会（2000）の判別基準に従っ
て18.5未満を「低体重群」、18.5以上25未満の「普通
体重群」、25以上の「肥満群」の3段階に分類した。男
性では「低体重群」15名、「普通体重群」62名、「肥満群」
15名であった。一方、女性では「低体重群」30名、「普
通体重群」92名、「肥満群」13名となった。また、理想
BMIをもとに3段階に分類した場合では、男性では「低
体重群」12名、「普通体重群」75名、「肥満群」5名であっ
た。一方、女性では「低体重群」82名、「普通体重群」
51名、「肥満群」2名となった。女性の実測 BMI「普通
体重群」92名中56人（60.9％）が理想 BMI「低体重群」
に含まれていた（Fig.1）。一方、男性では実測 BMI「普
通体重群」62名中55人（88.7％）が理想 BMI「普通体
重群」に含まれていた。
⑵自身の体型に関する認知
まず、実測 BMIと理想 BMIの差を確認するために、
性別ごとに対応のある t検定を実施した結果、男女と
も、実測 BMIのほうが有意に高かった（男子：t（91）
=2.84， p<.01；女性：t（134）=11.2， p<.001）。次に、

Table 1
体型に関する基本統計量

Table 2
実測 BMIと主観的体型評価の各群の人数内訳および比率（%）
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痩身願望（実測 BMI－理想 BMI）の性差を確認する
ために、Welch検定を実施した結果、女性のほうが有
意に高かった（t（168.4）=3.9， p<.001）。なお、男女
の痩身願望のばらつきの差を比較するために、変動係
数を算出し（男性：CV=3.38；女性：CV=1.03）、等分
散性の検定を実施した結果、分散比は有意であり、男
性のほうが痩身願望のばらつきが大きかった（F（94，
134）=5.3， p<.05）。

Table 2は、実測 BMIの分類別に主観的体型評価の
結果をまとめたものである。主観的体型評価の各群の
度数を Table 2の上段に示した。各性別において体型
の評価に差があるか調べるために適合性のχ 2検定を
実施した。結果、女性については有意な差がみられ
た（χ 2（2）=69.9， p<.001）。なお、女性の「普通体
重群」92名のうち、自身の体型について正しく認識で
きている者は22.8%であり、75.1%の者が「太ってい
る」と認識していた。「低体重群」においても、43.3％
の者が「普通」と認識していた。一方、男性では「普
通体重群」62名のうち、自身の体型について正しく認
識できている者は37.1%であったが、女性とは異なり

「太っている」と認識している者が25.8％、「痩せてい
る」と認識している者が37.1％と双方向にばらつきが
みられた。
さらに、主観的体型評価と実測 BMI分類の関係を
確かめるために、Spearmanの順位相関係数を算出し
た。結果、男女とも有意な正の相関が認められた（男
性：ρ =.553， p<.001；女性：ρ =.527， p<.001）。

Fig. 1
左円グラフ：女性の実測 BMIの人数内訳および比率（%）
右円グラフ：女性の実測 BMI普通体重群における

理想 BMIの人数内訳および比率（%）

Table 3
各尺度の中央値と検定統計量
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2．体型認知が感情と食行動に与える影響

検定に先立って、Shapiro-Wilk検定によって各尺度
のデータの正規性を確認した。結果、全ての尺度が正
規分布に従わないことが確認できたため、以下の分
析では中央値を代表値とし、検定統計量を算出した
（Table 3）。
⑴食行動における性差
食行動に関する尺度（構造的ダイエット、非構造的

ダイエット、EAT、BITE）ついて、性差を確認する
ために、Mann-Whitneyの U検定を行った。
その結果、非構造的ダイエット以外の食行動に関す

る尺度において、女性のほうが有意に高かった（構
造的ダイエット：U=4350.0， p<.001；EAT：U=5312.0， 

p<.001；BITE：U=3798.0， p<.01）。また、非構造的ダ
イエットに関しても女性のほうが有意に高い傾向がみ
られた（U=5312.0， p<.10）。
⑵主観的体型評価・痩身願望の違いによる食行動・感
情の差
性別ごとに主観的体型評価を3群（肥満／正常／痩
身）、痩身願望を2群（高／低）に分類した上で、各
群による食行動と感情の差を確認するために、Krus-

kal-Wallis検定を行った。
まず、主観的体型評価について分析した結果、食行
動では男女とも構造的ダイエット、非構造的ダイエッ
ト、EAT、BITEに有意な差がみられた。感情面にお
いては、男性では「混乱」に有意な差が、「怒り－敵意」
「疲労」に有意な差の傾向がみられた。一方、女性では、

Table 4
体型認知、食行動、感情を表す尺度と各分類の一覧

Fig. 2
各尺度の高／低群の人数比率（%）
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「緊張－不安」に有意な差が、「抑うつ－落込み」に有
意な差の傾向がみられた。
次に、痩身願望について分析した結果、男性では構

造的ダイエット、非構造的ダイエットに有意な差がみ
られた。一方、女性では EAT、BITEに有意な差が、
構造的ダイエットに有意な差の傾向がみられた。感情
面においては、男性のみ「混乱」に有意な差がみられた。

3．体型認知と否定的感情・食行動異常との関係

分析に先立って、痩身願望と主観的体型を「体型認
知」を表す尺度として分類した。同様に、構造的ダイ
エット、非構造的ダイエット、EAT、BITEを「食行動」
を表す尺度として、POMSの各下位尺度を「感情」を
表す尺度として分類した（Table 4）。また、食行動と
感情を表す尺度において高／低群の人数比率を性別ご
とに Fig.2に示した。
体型認知と食行動および感情の関係を検討するため
にカテゴリカル正準相関分析を行った（Fig.3，4）。認
知的側面である主観的体型評価と痩身願望を中心に結
果を俯瞰すると、男性では、「痩身願望・高群」「非構
造的ダイエット・高群」「BITE・高群」「緊張－不安・
低群」が近接して布置された。また、「主観的肥満群」
「非構造的ダイエット・高群」が近接して布置された。
一方、女性では、「痩身願望・高群」「EAT・高群」「BITE・
高群」「抑うつ－落込み・低群」「疲労・低群」が近接
して布置された。また、「主観的肥満群」「緊張－不安・

高群」「怒り－敵意・高群」が近接して布置された。

4．テキストマインニング

性別および痩身願望の高／低群それぞれが、どのよ
うな状況で摂食行動を促進または抑制するのか、その
内容の詳細を分析するためにテキストマイニング法を
用いた。調査では「どのような時、いつもよりたくさ
ん食べるか」と「どのようなことを考えた時、いつも
よりたくさん食べるか）」という質問に対して、別々
に自由記述で回答させたが、分析では2つの質問に対
する自由記述文書を「いつもよりたくさん食べる状況」
として1つにまとめてテキストマイニングを施した。
同様に、「どのような時、いつもより食べるのを控え
るか」と「どのようなことを考えた時、いつもより食
べるのを控えるか」という質問に対しても同じ手続き
を行い、「いつもより食べるのを控える状況」として
1つにまとめて分析した。
まず各文書について表記上の誤り（誤字・脱字など）
を訂正し、複合語（「ご」「飯」→「ご飯」）を設定し、
語の揺らぎを統一（例：「腹ペコ」「お腹ぺこぺこ」→「空
腹」）した後、KH Coderによって文書から語の抽出を
行った。以降の統計処理は名詞、動詞、形容詞、形容
動詞、助動詞に着目して分析を行った。
「いつもよりたくさん食べる状況」と「いつもより
食べるのを控える状況」の自由記述文書から抽出され
た語と出現頻度を Table 5に示した。

Fig. 3
男性の多重カテゴリの知覚マップ

Fig. 4
女性の多重カテゴリの知覚マップ
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次に、男性・女性別に、抽出された語と痩身願望の
高／低群との対応分析を行った（Fig.4～7）。尚、分
析対象者数は男性92名、女性135名であり、得られた
自由記述文書の数も異なるため、男性は出現頻度2以
上の語を対象に、女性は出現頻度3以上の語を対象に
対応分析を行った。以下、「痩身願望・高群」に焦点
を絞って結果を記述する。
結果、男性の「痩身願望・高群」では、「いつもよ

りたくさん食べる状況」の特徴的な語として「食べる」

「1日」「食事」があった。これらの語をもとに自由記
述文書の原文をまとめた結果、「食事のことを考えた
り思ったりする」時、「食べたい」時、「食べたくても
食べられない」時にまとめられた。また、「いつもよ
り食べるのを控える状況」については、特徴的な語が
見られなかった。
一方、女性の「痩身願望・高群」では、「いつもよ

りたくさん食べる状況」の特徴的な語として、「スト
レス」「頑張る」「考える」「動く」「友人」「辛い」「不

Fig. 5
男性の「いつもよりたくさん食べる状況」において抽出された語と

痩身願望の高／低群との対応分析の知覚マップ

Fig. 6
男性の「いつもより食べるのを控える状況」において抽出された語と

痩身願望の高／低群との対応分析の知覚マップ

Fig. 7
女性の「いつもよりたくさん食べる状況」において抽出された語と

痩身願望の高／低群との対応分析の知覚マップ

Fig. 8
女性の「いつもより食べるのを控える状況」において抽出された語と

痩身願望の高／低群との対応分析の知覚マップ
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安」「自分」があった。これらの語をもとに原文をま
とめた結果、「イライラを感じる」時、「ストレスが溜
まっている」時、「不安なことを考えている」時、「よ
く動いた」時、「頑張った」時、「食べ物や食事のこと

を考えたり思ったりする」時、「食べていないと考えた」
時にまとめられた。また、「いつもより食べるのを控
える状況」の特徴的な語として、「ダイエット」「体」「痩
せる」「思う」「感じる」があった。これらの語をもと

Table 5
「いつもよりたくさん食べる状況」と「いつもより食べるのを控える状況」の自由記述文書から抽出された語
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に原文をまとめた結果、「太った（太ったと思う）」時、
「痩せたい（痩せたいと思う）」時にまとめられた。

Ⅳ．考察

本研究では認知行動モデルに基づき、認知変数であ
る痩身願望や主観的体型評価と食行動異常や否定的感
情との関係について量的・質的な両側面から検証した。
分析結果から、体型に関する一般傾向について、男

女とも痩身願望はみられたが、男性よりも女性のほう
が痩身願望は高いことが明らかになった。また、男女
とも主観的体型評価と実測 BMI分類の間には中程度
の相関があり、実測 BMIが高い者ほど、自身の体型
を「太っている」と認知することが明らかになった。
しかし、女性においては、実測 BMIが「普通体重群」
であるにも関わらず、その60.9％の者はより低体重を
求め、また自身の体型を「太っている」と認知してい
る者が75.1％を占めていた。このことから、女性では
ボディ・イメージに偏りがあると考えられ、これは河
野（2008）の結果とほぼ一致する。一方、男性の主観
的体型評価や痩身願望にはばらつきが大きかった。こ
れは先行研究（McCabe M.P. & Ricciardelli L.A.，2001；
Furnham A.，Badmin N.& Sneade I.，2002）と同様の結
果であり、男性が求める理想体型については個人差が
大きいと言える。
体型認知が食行動に与える影響については、男女と

もに、自身の体型を「太っている」と認知している者
は、ダイエット行動傾向と摂食障害傾向が高くなるこ
とが明らかになった。さらに、痩身願望が高い男性は
ダイエット行動傾向が、痩身願望が高い女性では摂食
障害傾向が、それぞれ高くなることが明らかになっ
た。一般的に、摂食障害の発症率は女性のほうが高く
（Stephen W.T. et al.，2008）、ここでも、EAT、BITE得
点に関しては女性のほうが有意に高かった。その誘発
要因として、前田（2002）はボディ・イメージの偏り
や痩身願望をあげており、本研究でもそれを支持する
結果となった。ただし、男性の場合は適正体重を求め
る傾向がみられたので、例え痩身願望があっても、摂
食障害の発症リスクが女性よりも低いのかもしれな
い。
体型認知が否定的感情に与える影響については、男

性で自身の体型を「太っている」と認知し、加えて痩
身願望が高い場合において、「混乱」が高くなること
が明らかになった。先行研究では岡本ら（2000）が摂
食障害と「混乱」との関係について、過食に転じて防
衛が破綻し、「混乱」の得点が高くなる可能性がある
と考察している。厳しいダイエットが過食を招くとい
う前田（2002）の結果と、自身の体型を「太っている」
と認知し、痩身願望が高い者は、非構造的ダイエット
傾向が高くなるという本研究の結果を併せて考える
と、体型認知のあり方が、「混乱」と非構造的ダイエッ
ト行動や過食の各要因に対して相互に影響を与えてい
るといえる。
一方、女性に関して、自身の体型を「太っている」

と認知した者は、「緊張－不安」が高くなることが明
らかになった。切池（2009）は、ANでは食事時に緊
張と不安が、BNでは過食後に不安が高まると述べて
いるが、本研究では食事の時間的要因とは関係なく、
主観的に「太っている」と認知することで不安が高ま
る可能性が示唆された。
体型認知と各要因間の関係については、カテゴリカ
ル正準相関分析とテキストマイニングによって検討し
た。男性では「主観的肥満群」「痩身願望・高群」の者は、
「非構造的ダイエット・高群」と関係がみられた。ま
た、「痩身願望・高群」は「緊張－不安・低群」、「BITE・
高群」との関係もみられた。先述した結果と同様に、
男性は自身の体型が「太っている」と認知し、痩身願
望が高まることで、厳しいダイエットを行い、結果と
して過食につながる可能性が示唆された。テキストマ
イニングの結果から、「食事のことを考えたり思った
りする」時、「食べたい」時、「食べたくても食べられ
ない」時に摂食行動が促進される傾向があった。一方、
摂食行動が抑制される状況に傾向性はみられなかった
（個人差が大きかった）。いずれの状況においても不安
や怒りといった感情を表す記述はみられなかったこと
から、男性は不安を伴うことなく厳しいダイエットを
行っていることがわかった。また、男性は、痩身願望
から食事を制限し（または “制限されて ”）、その結果
として食べ物のことを渇望しやすくなっていることが
示唆される。
一方、女性では「主観的肥満群」は「怒り－敵意・
高群」「緊張－不安・高群」と、「痩身願望・高群」は「抑
うつ－落込み・低群」「疲労・低群」「BITE・高群」「EAT・
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高群」と関係がみられた。テキストマイニングの結果
と併せて考えると、女性全般的には、「イライラを感
じる」時に摂食行動が促進される傾向があり、「太っ
た（太ったと思う）」時に摂食行動を抑制する傾向が
ある。痩身願望の高い女性は「ストレスが溜まってい
る」時、「不安なことを考えている」時、「よく動いた」
時、「頑張った」時、「食べ物や食事のことを考えたり
思ったりする」時、「食べていないと考えた」時に摂
食行動が促進され、「太った（太ったと思う）」時、「痩
せたい（痩せたいと思う）」時に摂食行動を抑制する
傾向がある。坂田ら（2001）が言うように女性におい
ては長期にわたって何回もダイエット行動を繰り返す
傾向があるため、摂食行動の抑制と促進の循環で捉え
るのが妥当かもしれない。本研究で得られたデータか
ら一つの仮説を提示すると、痩身願望が高い者は「ス
トレス（不安・怒り）を感じたり、頑張ったりするこ
とによって、いつもより食べる→不安・怒りが一時的
に解消される」「いつもより食べると、太る（太った）
と認知する」「太る（太った）と認知することで、不安・
怒りが高まる」「不安・怒りが高まると、いつもより
食事を控える（ダイエットする）→一時的に不安は下
がる」「食事を控えることで、かえって食事のことを
考える」「食事のことを考えると、ストレスを感じる」
という循環をくり返しているのかもしれない。過食と
拒食をくり返すことは先行研究でも言われているが、
この悪循環は学習理論の概念で説明することができる
（菊池，2005；奥田ら，2005；宮下・免田，2007）。つまり、
不安や怒り等の否定的な感情が表れた時、摂食行動を
抑制または促進することで、否定的な感情を回避して
いると見立てることもできる（宮下ら，2007；Stephen 

W.T et al.，2008）。さらに、食事制限は（強化子の遮断）、
食べ物の強化子としての機能を高めていると考えられ
る（切池，2009）。ただし、この悪循環の前提条件と
して痩身願望の高さが一要因であることが本研究で示
唆された。
最後に、高木（1999）が言うように一つのモデルで

摂食障害を説明するのは困難であるが、臨床現場では
アセスメントの精度を上げるために問題の発生・維持
に関するモデルは重要な指標となる。モデルを元にア
セスメントを行い、そこで得られた情報をもとに仮説
を立て、事例を概念化していくプロセスは認知行動療
法では欠かせない。様々な事例にあたる中でモデルを

見直し、さらにモデルを発展させてしていくことも実
践者にとって重要な作業と言える。
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